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（一社）未来のまち・交通・鉄道を構想するプラットフォーム
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～『東京市街高架』と『「の」の字運転』～

山手線環状運転100周年記念イベントに関連したイ

ンフラ連載の最終回 （JR東日本 前山 啓太さん）

「地方を伸ばし暮らしを守る」という新たな政策を掲げました。政権
発足後直ちにガソリン暫定税率の廃止及び年収の壁という所得税の控
除額引き上げを判断・実行し、これまでの政権にない指導力を発揮し
ました。今後、日本経済全体が上向きになることを大いに期待したい
ところです。
さて、本プラットフォームにおいても、昨年の６月に会長、副会長、

事務局長の３役員が改選され、新たなメンバーで４つの活動を開始し
ました。「見学会」・「技術講演会」では、昨年の10月には名橋「日
本橋」周辺の５つの開発及び首都高速道路の日本橋区間の地下化計画
を三井不動産エンジニアリングのご協力により「見学会」を開催しま
した。また、12月には「技術講演会」を開催し、埼玉大学の菊池先生
より駅前広場整備について戦前からの歴史的経緯を交えてお話し頂き、
都市側・鉄道側両サイドの思惑など、私共が知りえなかった貴重なお
話をはじめ、大変興味深いご講演を頂きました。
今年ですが、春には「駅まち未来構想研修」において、若手社員の研修

成果の発表会を行います。これは昨年10月に選ばれた若手社員が与えら
れた駅と駅周辺の将来構想を半年かけて自分自身の力で創り上げる研修で
す。また、「自主研究活動」については、従来は指定された駅及びその周
辺開発について議論を行ってきましたが、今年は趣を変えて、首都圏の
ネットワーク及び地方交通などの諸課題について、新たな提案ができない
か議論してみたいと思っています。このように当プラットフォームの活動
内容については、皆様のご期待に応えられるよう日々努力してまいり
ますので、何かご意見がありましたら頂戴できると幸いです。
最後に、今年一年大変忙しい年になりそうですが、皆様におかれま

しては、引続き本プラットフォームの活動について、ご支援ご指導を
宜しくお願い致します。

未来構想プラットフォーム・年頭挨拶2026

未来構想ＰＦ会長 中井 雅彦

明けましておめでとうございます。今年のお正月
は、大きなトラブルも無く好天にも恵まれ、会員の
皆様にはご家族と共に健やかに過ごされたことと思
います。
昨年の主なニュースは、トランプ関税、大阪万博、

円安・物価の高騰など様々な話題がありましたが、
中でも注目すべきは初の女性首相である「高市政
権」が誕生したことではないでしょうか。高市政権
では、長らく続いた「緊縮財政」を見直し「責任あ
る積極財政」に大転換し、「強い経済の実現」と
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未来構想ＰＦ理事年頭所感

新年 明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願い
いたします。昨年11月末に建築家の内藤廣さんの講演を聞く機会が
ありました。「AIが急激に高度化し、幼い頃からAIに触れる人々が
増加すると、建築家の仕事は確実に無くなる」とのことでした。確
かに、類似性が大きい学校やオフィスビルだけでなく、美術館など
の独創性が高い建築でも、多数の事例を分析しながら、時代の流行
などを把握することによって、AIでも可能、むしろ得意分野になり、
土木構造物の設計などもAIの独壇場になるかもしれません。内藤さ
んによると、確実に残るのは「身体」とのこと。最近、ユーミンが
発表した楽曲にもAIが活用されていますが、作成の様子の映像を見
ると、プロデューサーの松任谷さんが自分の耳で確認しながら、音
を修正していました。AIが人間の身(心)体を理解し、人間がAIのでき
ないことを探すSF的な競争の始まりの年になるかもしれません。も
しそうなら、将来、「良い年だった」と言えることを祈るばかりです。

「未来社会の共鳴」

昨年末、ひさしぶりにベートーベン《第九》の生演奏に触れる機
会があり、オーケストラと合唱が一体となって織りなす「共鳴」の
ダイナミズムに深く心を動かされました。クライマックスへ向けて、
多くの楽器と歌声が互いを高め合い、巨大な歓喜のうねりへと昇華
していく光景はまさに圧巻でした。
本プラットフォームが取り組む未来社会構想では、行政・市民・

交通事業者・開発事業者・学識等、多くの専門家による合意形成が
鍵となりますが、言うまでもなく理屈だけの合意形成は困難です。
そのため関係者間に響き合うビジョンが必要となりますが、これは
まさに「共鳴」のダイナミズムであると改めて感じました。ところ
で将来、AIの急速な発展に伴って合意形成メンバーにAIが加わったと
き、人間相互の共鳴を人とAIで生み出し得るのでしょうか？こんな
ことも気になりました――今年の注目テーマとしたいと思います。
本年もよろしくお願いします。

「鉄道の担い手不足問題の本質」

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。
大都市圏以外では、鉄道は維持か廃線・BRT化など再構築の議論が

進む。鉄道移動は、他の公共交通と同様に乗ること自体が目的という
より、通勤（経済・行政）、通学（教育）、通院（医療）、買い物
（経済）などが目的の派生需要であり（カッコ内は影響分野の例。全
体として住みやすさやwell-beingに関係）、運行頻度・運賃などの利
便性が高ければ利用者（外出者）の増加、賑わいの発生、経済の活性
化、そして沿線への居住等の立地が進み（コンパクトシティ化）、住み
やすさと都市の持続可能化に繋がる。詳述しないが物流の輸送力も大きい。
他方、わが国は、担い手不足が社会問題化し、生き残りをかけた企

業の待遇競争も見られる。とりわけ、鉄道のインフラ維持分野をはじ
めとする担い手不足問題は、鉄道企業の盛衰問題というより、生活、
経済、社会の維持困難化問題と捉える必要がある。しかし、今年に
入ってすぐ、それらだけではなくなった。国家間において力で支配す
る考え方が広く通用する時代になる可能性が生じた。海外や歴史を見
るまでもなく、鉄道は、安全保障上極めて重要である。
欧州諸国は、人口が日本より少なく、鉄道の輸送密度は日本の四国

や北海道並である。しかし、ネットワークは日本と同等レベルで、
サービスレベルはむしろ高く、経済の活性化や市街地の賑わいの創出、
都市構造のコンパクト化による持続可能化等に寄与している。すなわ
ち、人口減少が進む日本でこそ、鉄道は将来にわたって重要である。
公有化等の再生策が可能となった地域鉄道を除く地方の鉄道や都市間
鉄道を担うＪＲは、大都市圏鉄道等の収益を原資に、運行・インフラ
維持の効率化など持続可能化を図る企業努力を進めてきているが、都
市・国も、防災対策やサービスレベル面等の限界も見据えつつ、都市
経営・国家経営の基盤インフラとして鉄道のネットワークとサービス
について我がこととして捉え、早期に、持続可能で有効な公的支援に
取り組む必要がある。

理事・副会長 廣瀬 隆正

理事 大松 敦

理事 金山 洋一
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明けましておめでとうございます、本年もよろしくお願いします。
昨年秋、セルビアのベオグラードを訪れる機会がありました。市内

の公共交通機関（トラム、バスなど）をすべて無料にしたということ
で乗りたい放題でした。年賀状代わりにドイツの友人にこのことを伝
えたら、AIで調べてドイツでもWalldorf やPfaffenhofen an der Ilm 
では似たような取り組みが行われているし、Tuebingen やMainzでは
毎月第一土曜日は5時ごろまで無料という取り組みが行われていると
自慢気な返事がありました。負けじと私もChatGPTに聞いてみたら、
2020年からルクセンブルグは国内すべて無料だそうです。そのほか
エストニアのタリンやフランスのダンケルクも無料のようです。ただ、
ベオグラードは出てきません。

WEBは便利だけど、結局、情報はとるもの、出さない方が勝ちか
な、と思うこの頃です。

「これからの日本・地域を支える鉄道の役割」

未来構想PFの会員の皆さん、新年あけましておめでとうございま
す。本年もよろしくお願いします。
さて、今年は、国鉄からＪＲになって39年が経過し40年目に入ります。
国鉄改革により「鉄道の再生」を果たしたものの、総人口の急激な

減少、コロナによる人々の行動様式の変容、インターネット環境の進
展など、鉄道を取り巻く環境は厳しさを増しています。
人口が増加し経済が成長していた時代は、需要追随的に鉄道整備や輸

送改善等を中心に対応すればよかったわけですが、これからは「持続可
能な国・地域を支える交通体系の主役としての鉄道の在り方（鉄道以外
の交通モードへの転換を含め）」を考えるべき時代だと思います。
鉄道には、「環境負荷低減への貢献」、「自動運転など新技術の導入

と利便性の向上」、「スマートシティとの連携により地域住民の生活を
支える交通インフラとしての地域活性化や二次交通との連携によるシー
ムレスな交通モードの実現」、「来るべき大災害時等の物資輸送や被災
者の移動手段と復旧しやすい交通インフラ」、「大量物資を効率的に長
距離輸送できる交通インフラ」としての役割が期待されています。
このように、「これからの日本そして地域を支える鉄道の役割」の

期待度が高いことを認識しながら深みのある議論がなされることを期
待しています。
最後に、本年が皆さまにとりまして幸多い一年となりますよう祈念

して新年のご挨拶と致します。

理事 岸井 隆幸

「新年にあたって」

明けましておめでとう御座います。
昨年は国内政治、国際政治とも激動の変化を来していたと思いきや、

今年もいきなり米国のベネズエラ大統領の拘束と言う、衝撃の事態が
発生し、先の見えない状況になっています。
こうした中で、日本の活性化は喫緊の課題と言えます。経済を強く

するためにも、正に此の機会を活用して、今迄には無い発想で新しい
都市交通の在り方や都市開発の方向が生まれてくると考えて居ります。
AI、とりわけ生成AIの驚異的能力向上は目を見張るものがあります。こ
の変化を如何に捉え活用して、未来を構想し現実化していくかが当プ
ラットフォームの役割と考えます。それぞれの得意分野を生かし更に
連携交流を深めてプラットフォーム盛り上げていきたいと思います。
今年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

理事 栗田 敏寿

「今年もよろしくお願いします」

あけましておめでとうございます。
昨年秋に、初めてオランダに行く機会がありました。アムステルダ

ム駅周辺は広大なパブリックスペースになっていましたが、オランダ
は自転車至上主義が徹底していて歩いていると自転車とぶつかりそう
になることがあり、日本の方が「人にやさしい」と感じました。驚い
たのは、公共交通が全てクレジットカードやスマホのタッチ決済に
なっていることで、ほとんどの人がタッチ決済をしていました。
MaaS は失敗だったという反省から３年ほど前にタッチ決済に舵を
切ったようです。ヨーロッパはゾーンの１日券で信用乗車のイメージ
だったのですが、国鉄は改札でタッチして距離で、トラムは車内で
タッチして時間とゾーンで計算されるようでした。一度検札にあいま
したが、カード端末機を持っていてチェックをしていました。今年は
Suica も新しい展開を迎えますが、タッチ決済は駅とまちのあり方に
も影響を及ぼす可能性もあり、今後も注視していきたいと思います。

理事 村尾 公一

理事 渡邉 浩司

プラットフォーム通信では、メンバーの皆様の投稿をお待ちしています。

連絡先：未来構想 PF 事務局 竹内

電話 : 03-4334-8157 メール：pf-contact@miraikoso.or.jp

〒100-6005 東京都千代田区霞が関 3-2-5 霞が関ビル 5F-28

mailto:pf-contact@miraikoso.or.jp
mailto:pf-contact@miraikoso.or.jp
mailto:pf-contact@miraikoso.or.jp
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新年明けましておめでとうございます。
鉄道は英国で開業してから200年を越え、３世紀目に入りました。

鉄道は大きなイノベーションとして社会の変革を牽引し続け、現在に
至っています。イノベーションの成長曲線は、導入・成長期から成
熟・衰退期へと推移しますが、鉄道を構成する個々の要素の成長曲線
は世紀を越えるほど長くはなく、様々な技術や発想の成長曲線が重な
り合うことで鉄道全体の持続的な成長が実現されてきました。
今後も鉄道が期待される役割を発揮し続けるためにはイノベーショ

ンが不可欠です。ハード面だけでなく、鉄道の使い方や社会との関わ
りなどソフト面でのイノベーションも重要です。
未来構想PFが対象とする、駅における街づくりとの連携について

も効果的なイノベーションの一例と言えます。
本年も、PFの活動を通じて鉄道に関連した新たなイノベーション

を探求する場の提供に貢献できればと考えています。

各班の検討状況 中間発表の状況

理事・事務局長 竹内 研一

10月にキックオフした今年度「駅まち未来構想研修」の第２回が、
2025年12月9日にＪＲ東日本本社ビルにおいて開催されました。研修
参加メンバーは右上の表のとおりです。
第１回研修において、11名が３班に分かれ、駅および駅周辺の将来

構想（駅まち構想）を検討する駅を、講師陣が提案した５駅の中から
選びました（Ⅰ班：福島駅、Ⅱ班：八王子駅、Ⅲ班：錦糸町駅）。
第２回研修では、各班が実施した現地調査の状況を報告した後、駅

まち構想の方向性を議論しつつ情報収集ととりまとめを行いました。
各班とも、検討駅および駅周辺に関する自治体・鉄道・二次交通等の
データを活用しつつ５～20年後の駅および駅周辺の姿を提案するとと
もに課題等について中間発表を行いました。ＪＲ東日本建設工事部お
よび東京建設PMOのマネージャ・チーフならびにPF廣瀬副会長、竹
内事務局長等の講師陣から、各班の発表に対し、駅・周辺地域の特性
やヒト起点のまちづくり展開、二次交通のあり方等多岐にわたるアド
バイスをいただきながら熱いディスカッションが行われました。各班

WS Topics

駅まち未来構想研修（第２回）

班
モデル駅 名 前 系統 会 社 所 属

Ⅰ
福島

檜垣敬真 土木 ＪＲ東日本 建設工事部基盤戦略ユニット
（都市・地域基盤整備）

鶴川春加 土木 ＪＲ東日本 東京建設PMO 計画構想ユニット
（計画推進）

稲葉皓晟 土木 ＪＲ東日本
コンサルタンツ 計画部門

佐々夏来 建築 ＪＲ東日本 東京建設PMO 駅まちづくりユニット
（建築計画）

Ⅱ
八王子

奥田康平 土木 ＪＲ東日本 建設工事部駅まちづくりユニット
（大規模開発PT）

清水 駿 土木 ＪＲ東日本 東北建設PMO プロジェクト支援ユニット
（開発調査）

前島浩平 土木 鉄建建設 土木本部鉄道計画部

井出春菜 建築 ＪＲ東日本 建設工事部駅まち開発戦略ユニット
（ビル・ステーション）

Ⅲ
錦糸町

杢屋渓造 土木 ＪＲ東日本 建設工事部企画ユニット
（企画・国際）

高島いぶき 土木 ＪＲ東日本 東京建設PMO 計画構想ユニット
（開発調査）

湯浅一葉 建築 ＪＲ東日本
建築設計

プロジェクトデザイン本部都市開発部門
ソーシャルデザインG

表 2025年度「駅まち未来構想研修」参加メンバー

とも、限られた時間の中で、担当する検討駅に強い当事者意識を持ち
深く掘り下げた構想検討を行い、充実した１日となりました。
終了後の懇親会では、活発な情報交換がなされ、最終報告となる次

回駅まち構想の策定に向け意欲的な声が多く聞かれました。
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菊池講師 主催者挨拶（中井会長）

駅前広場整備は、参加者の多くが関わってきたテーマでもあり、非
常に充実したご講演となりました。その後の意見交換会においても活
発な議論が交わされ、会場は大いに熱気に包まれました。

PF Topics

「2025年度技術講演会」が開催されました

12月23日に、今年度の技術講演会が開催されました。今回の講演会
は、国土交通省都市局のご出身で技術審議官を務められ、現在は埼玉
大学理工学研究科の教授である菊池雅彦様を講師にお招きし、主に駅
前広場整備の変遷や留意点等を中心に大変興味深いお話を頂きました。

【開催概要】
■日 時 2025年12月23日(火) 17：30～18：30 

（意見交換会18：35～20：00）
■場 所 ＪＲ東日本コンサルタンツ㈱ 20階会議室
■講 師 埼玉大学大学院理工学研究科教授 菊池 雅彦先生
■演 題 「駅とまちの150年

～これまでを振り返りつつ、最近の動向を確認する」
■主 旨 （※講演に先立ち、菊池先生より拝受）
鉄道駅とまちづくりは、昔から密接に関連して発展してきた。現在

でも駅やその周辺整備を行う際には、過去の経緯と土地の状況を確認
することが計画検討の第一歩となっている。ここでは、これまでの駅
舎、駅前広場、周辺整備の経緯を振り返りつつ、最近の立体化・複合
化等の動きを確認し、現在の開発における留意点を考えてみたい。
■参 加 講演会88人（意見交換会61人）
■講演概要
講師が駅前広場の計画・整備に携わったご経験を通じ、駅前広場整

備の経緯に強く関心を抱かれ、独自に研究されたことや、国鉄OBで、
鉄建公団総裁・土木学会長等を歴任された岡田宏様にインタビューさ
れたこと等を通じて、鉄道側・都市側から見た駅前広場整備の歴史
や今後の動向等についてお話し頂きました。
戦前の鉄道建設・戦後復興・連立・再開発等その時々の背景を踏ま

えながら、駅前広場整備はその用地区分・管理区分・整備形態等の変
化を遂げてきたこと、一方で、いつの時代でも、歩行者が迷わない動
線、行き先を見せる空間づくりが重要であること等のお話を、様々な
事例等を交えながら丁寧に教えて頂きました。 講演会の様子
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今回は、東京建設PMOの前身である新永間事務所の先輩方が建設
工事に携わった東京市街高架と、山手線が『「の」の字運転』をし
ていた歴史をご紹介します。
山手線は、1909年に市街地（新橋～東京～上野）を除いた「Ｃ」

の字で運転を開始しました。市街地に鉄道を通すため、ドイツの市
街地鉄道を参考に、レンガアーチ高架橋の上部に鉄道を通す形式が
採用されました。ドイツの技術者フランツ・バルツアーを招へいし、
新橋～東京駅にレンガアーチ高架橋を建設しました。

1919年には万世橋駅と東京駅が接続され、「の」の字が完成しま
す。『「の」の字運転』は、中央線と山手線が直通運転した運転形
態を指し、中野～万世橋～東京～品川を経由し、新宿～池袋～上野
というルートで約７年半の間、運転していました。

2025年で山手線環状運転100周年となります。これまで３回（東京
駅、万世橋駅、御徒町駅）に渡り、環状運転にまつわる歴史インフラ
を紹介してきました。山手線環状運転の歴史について楽しんでいただ
けましたでしょうか。引き続き様々なイベント等を通して建設工事の
ファンを増やしていきます。 （ＪＲ東日本 前山 啓太さん）

私のインフラ巡礼

「『東京市街高架』と『「の」の字運転』」（東京都千代田区）

編集後記

新年あけましておめでとうございます。本年もタイムリーな活動報
告等により、編集委員一同「未来構想プラットフォーム通信」の誌面
充実に努めてまいります。本年もよろしくお願いいたします。（A.I）

プラットフォーム通信 第145号

本の題名をクリックすると、出版社の
書籍紹介ＨＰにリンクします！

① GROWTH（ダニエル・サスキンド 著 みすず書房）

②ＡＩに看取られる日（奥 真也 著 朝日新聞出版）

『ＡＩに看取られる日』。テクノロジーが人生の最終局面にまで
関わるようになる未来を多角的に考えさせられる一冊。医療現場で
のＡＩ活用が進む中、「看取り」という正に人間的な営みに機械が
どこまで寄り添えるのか、倫理的・心理的な視点から丁寧に論じら
れている。ＡＩの精密さや負担軽減の利点だけでなく、人間が感じ
る孤独や不安にどう向き合うべきかという課題も提示され、技術の
導入が目的化してはならないという示唆が心に残った。ＡＩに限ら
ず、2035年の技術など最新鋭の医療技術を学べて勉強になった。

③東京ステーションホテル（上阪徹著 河出書房新社）

東京駅丸の内駅舎の保存・復原工事を経て2012年に再開業した東
京ステーションホテル。同ホテルの「おもてなしの哲学」を総支配
人をはじめ、入社3年目のフロントスタッフ、ソムリエ、宴会、ウエ
ディング、ハウスキーピングなど11名のスタッフへの丁寧なインタ
ビューによって紹介した一冊。「サービスプロフィットチェーン」
という考えを最重要視し、各々が仕事を選んだ誇りが大いに感じら
れる。そして、全ての仕事には「ありがとう」がある。誰かに必ず
感謝されていることを意識する重要性を忘れずに過ごしたい。

私たちはなぜ成長にこだわるようになったのか。『GROWTH』で
サスキンドが鋭く解説する。私たちが成長を当たり前の目標だと思
うようになったのは、実は人類の歴史から見ればごく最近のことだ
と指摘する。成長をめぐって、世界は「脱成長派」と「成長停滞
派」の二つの意見に大きく分かれている。しかし、アイデアこそが
無限のエンジンであると強調する。成長の方向転換として、もっと
良いアイデアを生み出す仕組みを作ること、何を成長させるか私た
ちが道徳的に決めること、を成長の道しるべとして提示している。

レンガアーチ高架橋
市街高架平面図（新橋駅～東京駅）
（出典：東京市街高架鉄道建築概要）

https://www.msz.co.jp/book/detail/09801/
https://publications.asahi.com/product/25585.html
https://www.kawade.co.jp/np/isbn/9784309254968/
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